ひとりで悩まないで、話してみませんか
福岡市手をつなぐ育成会保護者会　会長　下山　いわ子

　コロナ禍の3年が過ぎ、人との交流が激減してしまいました。今年こそは、と思いながらも、またもや第8波突入の気配です
今年度に入って「だれとも会わなくて、相談もできなくて」「引っ越してきたばかりで友だちもできない」などの相談が多くなっています。
そのような声を受け、コロナ感染状況を勘案しながら、感染対策を慎重に行い、定員を制限しながら少しずつ、集う場の提供や研修、レクリエーションなどの活動を再開しています。
参加者は「久しぶりに話を聴いてもらえて、すっきりした」「やっぱり、対面で話せるのがいい」「今、ネットでしか情報を得られなくて。生の情報を得ることができて良かった」と笑顔になって帰られています。
集いの場をぜひ、ご利用ください！どなたでも、参加費無料で参加できます。気軽に立ち寄ってみてください。話を聞くだけでもOKです。あなたを否定することはありません。「話を聴くよ。力なになるよ」とお待ちしています。感染対策には、ご協力をお願いしています。

ひとりで悩まないで。なかまがいますよ
障がい者虐待をしてはならない、と平成24年に「障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等に関する法律について」が施行されました。
この法律が施行されて、虐待件数については効果がはっきり見えていませんが、「何人も障がい者を虐待してはならない旨の規定」により、障がい者の人権に対する意識が上がり、研修を行ったり、事例検討をすることで虐待防止対策に貢献しているはずです。
また、「障がい者虐待を受けたと思われる障害者を発見した者に速やかな通報を義務付ける」ことにより、「もしかして、虐待じゃない？」という時点での通報義務があることで救われている人もいます。
ただ、今でも起こっている障がい者虐待の事件の報道を見ると、自分で被害を伝えることができない障がい者のことへの心配は募ります。
或いは、養護者に対する支援については、個別の事案が発生後にその家庭に支援はあるようですが、防止の観点からの支援は少ないように感じます。
最近も身近に起きた事件ですが、福祉事業所職員とその支援に共感する人が、強度行動障がいと言われる方へ「療育」と称し、虐待を行っていました。報道の情報でしかありませんが、虐待の内容は胸が苦しくなるものです。保護者も同意していたようです。
この事件の容疑者は、熱心に障がい者の療育を考えていた、という評価もありました。
保護者の「障がいをどうにかしてくれるのなら」という気持ちは、とてもとても理解できて、私たちにできることを考え続けています。
しかし、どう考えてもおかしい。それがなぜ行われていたのか？かは、当事者に話が聞けませんのでわかりません。
ただ、異常だと感じていることも段々と日常化すると異常に感じなくなくということはわかります。
例えは、過去に福祉事業所で「奇声をあげて迷惑をかけるから」と障がいのある人にガムテープを口に貼って列車に乗っていた事例がありました。職員は「迷惑をかけてはいけないから」という気持ちですが、第3者から見たその様子は異常です。この異常さがわからなくなっていったのは、「いつも迷惑そうな視線にさらされ続けているから」かもしれません。
また、家庭内でも、「言うことを聞かない」「何度言ってもできない」という子どもに対して、最初は大声で怒るの時には近所に聞こえないように窓を閉める、という気持ちがあったのが、段々と窓を閉めないとという人目を気にする気持ちも消失したり、一度手を挙げると、罪悪感は強いが段々と手を挙げることが日常になっていく、ということもあります。
「今、行っていることがおかしくないか」という研修も必要ですが、遠慮なく自分自身と他の目で確認し合うことや外部の人たちが出入りすることも必要で、よく言われる「風通しの良い」事業所であってほしいです。コロナ禍で難しいですが、難しいときだからこそ、意識することが求められていると思います。
また、保護者も「これしかない」と思っても、少しでも「変だな、これでいいのかな」と思った時に、気軽に恥ずかしいと思わず相談できる人や場所が必要です。「養護者の支援」に当会はこれからも当事者として取り組んでいきます。

お願い（この分は原稿文書ではありません）
以下の問い合わせ先は、わかりやすいところに配置をお願いします。


問い合わせ先
福岡市手をつなぐ育成会保護者会
電話　092-713-1480
E-mail　hogsha@fiku.jp





























お願い（この分は原稿文書ではありません）
以下のページのデザインですが、
かふぇ♡と個人会員の集いの四角囲みを揃えて中央にして、コメントをその周りに配置をお願いします。


[image: ][image: ]幼児・学齢会員向け定例会　かふぇ♡のお知らせ
会員の方、会員外の方も大歓迎！参加費無料
おひとりでも、お友だちと一緒でも
途中からの参加も、途中までの参加も
聞くだけの参加も
OK！
今の悩みを共感しあえる同年代の保護者や
少し先を歩んでいる先輩、学卒後の先輩、と
よりどりみどり（笑）の仲間や情報があります～
一緒に笑って、一緒に涙して、心の洗濯をしながら、身近な情報を交換しあっています。

事前に参加希望の連絡をお願いします。急遽当日参加できるようになった時は、事務局まで連絡をしてもらえると助かります～
時間は１０時半～１２時です
12月8日（木）
ふくふくプラザ4階応接室２
1月18日（木）
ふくふくプラザ4階応接室３

個人会員のつどいのお知らせ
「個人会員の」としていますが、どなたの参加も大歓迎！
参加費無料

　時間は１０時半～１２時です
１１月はお休みです

１２月20日（火）
ふくふくプラザ４階応接３
１月２３日（月）
ふくふくプラザ４階応接２
２月２１日（火）
ふくふくプラザ４階応接３
３月20日（月）
ふくふくプラザ４階応接３
仲間といろんな話をしたい！最新の情報を知りたい！と
の要望を受けて個人会員のつどいを再開することに
しました。

＊開催当日に福岡市に特別警報（福岡コロナ特別警報、大雨特別警報、大雪特別警報など）が出ていたら
中止とします。
支援について事業所の職員と話しても平行線。まるでモンスターペアレントみたいに思われていて、私について他のいろんな事業所にも相談している。私の話抜きに、いろんなところに「問題のある保護者」というレッテルを貼られてつらい。どこにも話ができなかった。話を聞いてもらえて良かった。
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お願い（この分は原稿文書ではありません）
この余白を文書に合わせてください。
余白を少なくしてください。
グループホームのことや医療費のことの話を聞いてもらって、それを運動にしてもらえるのがいい。
親なき後の不安について、いろんな人の考えや、やっていることを具体的に聞けて参考になった
進路や障害基礎年金のことなど、少し先の先輩の体験談を聞けて参考になった。
同じ症状の人と出会えてなくて、どんな風に暮らしているか知りたかった。相談できる人を紹介してもらえて助かった。
引っ越してきたばっかりで、お医者さんや療育のことを知りたかったので、参加して良かった！
進路の情報を聞けてよかったぁ
久しぶりに話を聞いてもらって、すっきり～
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